
 

裏面あり 

 
 
 
 
 
 
 

令和４年の終わりが見え、今年度も残り３ヶ月余りとなりました。12月の個人面談、お忙しい中ご来

校いただき、今後の学校生活に活きる貴重なお話をいただき感謝申し上げます。子ども達は毎日を一生

懸命生活し、その中で自己表現をしている様子は学校でも見取ることがき、非常に微笑ましく感じてお

ります。 

＜課題解決学習から課題発見学習へ＞ 
普段の生活を送る上で、学校が一番力を入れていることが当然のことながら『学習の充実』です。社

会性を育てる観点から、自分の意見と友だちの意見を大切にすることを念頭に置いた授業づくりをして

おります。共通の課題をクラスで考え、自分のアイデアで解決、その思考を共有することで多様な考え

を自分の考えに取り入れていく、そんな学習形態が主流です。しかし、既習事項や普段の生活から何か

に疑問を持ち、その疑問を追究していく、このような課題発見学習が大切であると言われています。 

知識・技能重視から、思考・主体

性重視に。これが今の学習指導要領

にも表されています。そんなきっけ

になるようなお話を朝会でしました

ので紹介します。 

左画像は教室にあるフックです。

今は本来の使用方法では使われてい

ません。「あれ？これなんだ？」 

このテーマで全校に問いを投げかけました。「うちのお父さん城北小学校卒業だから、絶対にわかる」

と言っていた子もいたようで、ご家庭の協力にも感謝いたします。その答えは 23日の朝会で伝えます。 

城北小学校は今年創立 60周年を迎えましたが、学校にはこのような「昔使っていたけど今は使われて

いない施設・設備」が多くあります。そこに目を向け、その思考が町の施設・設備に向けば、地域学習

にもつながります。自分たちで問いを見つけ、自分たちの学習づくりができたら、と思います。 
 

＜子ども達が広げた地域の輪＞ 
先日、学校にうれしいメールが届きました。本文を紹介します。（若干修正しています） 

城北小学校のみなさん、こんにちは。本日うれしいことがあり、メールいたしました。 

今朝通勤で衣笠駅まで歩いている途中に、１年生と思われる女の子に(黄色い帽子を被っていたのでおそら

く)「おはようございます」と挨拶していただきました。 

私も「おはようございます、ありがとう」と返しましたが、朝の挨拶のやり取りだけで、本当に気持ちのい

い 1 日のスタートになりました。知らない人に挨拶するのは、勇気が要ったかもしれませんが、おかげでと

ても元気とパワーをもらうことができました。 

私も城北小学校の卒業生です。 

城北小のみなさんが元気で心優しく育っていることを大変嬉しく思います。 

朝の登校時、おばさんにご挨拶してくれた女の子、本当にありがとう。 

お伝えをしたく突然のメール、失礼いたしました。 

城 北 小 通 信                 

横須賀市立 城北小学校 学校便り    令和４年度 第８号 

横須賀市立 城北小学校長  森 昭夫 

   

令和４年（２０２２年）１２月２３日 

 普段の学校生活から 



 

裏面あり 

年度初めに「挨拶は学校を明るくするだけではなく、地域を明るくする」といったお話をし、挨拶の

大切さを、学年・学級でも伝えてきました。伝えた直後だけではない、普段から継続して行っている挨

拶が、今の時期に感謝の言葉として本校に寄せられたことは大変うれしく思います。 
 

＜ある日の落とし物コーナー＞ 
落とし物コーナーは第一校舎、正面玄関内にあ

るのですが、普段から様々な落とし物があり、な

かなか持ち主が現れないことが多い現状です。や

や寂しいこのコーナーに、右のような落とし物を活用したかわいい一

角があり、職員から絶賛の声が上がりました。 

落とし主を寝ながら待っているぬいぐるみ、掛布団のハンドタオル

には「夢のキャラクター大集合」のロゴが。布団に寝かせるアイデア

と共に、マッチした掛布団の妙。誰が作成したものかは不明ですが、

すごく好評だったことをこの通信を通してお伝えします。心がほんわりしました。ありがとう。 

持ち物には記名してくれると、持ち主を待たないでいいのにな、そんなことも考えました。 

 

 

 

学校生活を送っていく上で、子ども達は様々なことに挑戦し、成功したり失敗したりしています。成

功体験は、次への自信につながります。学校としては、できるだけこの経験をたくさんしてもらいたい

と考えています。反面、「同じ失敗をしたくない」とか「誰かに評価されたくない」という気持ちから、

失敗体験を避けることがあります。しかし、まだ小学生。試行錯誤が非常に大切な時期だと思います。

「成功した時の笑顔が見たい。」「感動する心を育てたい。」これは、学校もご家庭も共通の願いだと思い

ます。そこに行き着くための失敗には、子ども達の心の状態に合った励ましやアドバイスをしてあげた

いと思います。どうぞご家庭で気になることがございましたら、学校までお知らせください。 
 

12月の面談は終わりましたが、普段の学校生活・教育活動や学校行事を経て感じたこと・困りなどが

ございましたら、学校にお寄せください。 

11月実施の学校アンケートでもお声を寄せていただいております。共有すべき内容については、後日

お知らせいたします。 

思考錯誤の「今」 毎年記載していることですが… 


